令和　　年　　月　　日

神戸市福祉有償運送運営協議会会長　様
名　称　　　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　　　　　　　　　
協議内容の変更申出書
福祉有償運送の旅客から収受する対価の変更を行いたいので、下記のとおり申し出ます。
添付書類：旅客から収受する対価一覧

記
変更する内容

（１）対価の設定
	新
	旧

	
	


（２）適用方法
	新
	旧

	
	


（３）運送の対価以外の対価
	新
	旧

	
	


複数乗車の対価の変更（又は新規設定）については下記に記載をお願いします
（１）対価の設定（ただし対価の総額が基準を超えないこと）
	新
	旧

	
	


（２）適用方法
	新
	旧

	
	


（３）運送の対価以外の対価
	新
	旧

	
	


（４）複数乗車の対象者
	新
	旧

	
	


【参考】運送対価と複数乗車について
神戸市福祉有償運送協議会事務局
運送対価の変更、複数乗車の実施に際しては、以下の神戸市福祉有償運送運営協議会協議基準をご確認ください。
１．運送対価について【神戸市福祉有償運送運営協議会協議基準（第７条）】
運送の対価は、当該地域における一般旅客自動車運送事業の上限運賃額、公共交通機関の状況等地域の特性を勘案しつつ、営利に至らない範囲において設定することとし、近畿運輸局長公示に基づく神戸・阪神間地区におけるタクシー事業の上限運賃及び料金の約８割を目安として、運送の対価以外の対価については、実費の範囲内であること。なお、特段の事情がある場合には、約８割を超える対価を設定することができる。

また、運賃の体系は、距離制と時間制によるものだけでなく、必要に応じて両者の組み合わせや定額制によるものを設定することも可能とする。

①　距離制又は時間制とも、乗車時から降車時までの適用とする。

②　待機料金及び介助料金等運送の対価以外の対価については、タクシー事業における料金を

　　参考として、協議会で個別に認めたものに限り徴収できるものとする。

　③  設備使用料の徴収は、原則として認めない。
２．複数乗車について【神戸市福祉有償運送運営協議会協議基準（第２条⑨）】
福祉有償運送は、ドア・ツー・ドアの個別輸送を原則とする。ただし、透析患者の透析のための輸送、知的障害者、精神障害者の施設送迎等について、運送者の判断により、１回の運行で複数の旅客を運送することができる。
複数乗車を実施する場合において、対価の設定については、当該自動車の乗車定員を最大限利用した場合における対価の総額が、同一距離又は、時間を運行した場合におけるタクシー運賃の額と比較して約８割を目安として、営利に至らない範囲において設定し、運営協議会において認められることを要する。

ただし、特段の事情がある場合には、約８割を超える対価を設定することができる。
